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 校 内 研 究 便 り  ① 

令 和 ６ 年 ４ 月 ４ 日 

研 究 推 進 委 員 会 
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３ 研究主題 

  

 

 

４ 研究の進め方 

＜研究の方向性について＞ 

       ○ 昨年度は、学力向上、特別活動、LIMの３つの側面からアプローチし、児童の主体的な姿の 

イメージを教員間で確認することができた。今年度は、主に学習を中心に研究を進めていく。 

 

○ 昨年度学んだことを生かし、児童の主体性を伸ばすための実践を重ね、検証していく。 

 

○ 児童が主体的に学習する時間にするための手立てを、教科（S)、生活・総合的な学習の時間 

（P)において研究し実践していく。今年度は(S)中心で進める。 

 

       ○ 研究授業(参観授業)は、全教員が行い、分科会で見合っていく。学年・分科会で授業計画や 

実践、振り返りを行っていくことで、より実践的に取り組んでいけるようにする。  

 

       ○ 各学年・分科会が西留先生と授業の振り返りや次回の授業検討をする時間を設ける。 

 

研 究 推 進 リ ー ダ ー 会 
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研究主題  『児童の主体性の育成』 

～児童が主体となる「学習時間」の創出～ 
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       ○ 学年・分科会での実践を共有したり、共通理解をしたりしながら全体で研究を進めていけるよ 

うに、各学年、専科から 1名はリーダーに所属する。 

 

○ (S)において教科は絞らない。 

 

○ ３年間の長期的な視点で研究を進める。(Ｒ５特色ある学校づくり推進校)（R６・７研究協力校） 

 

            〔昨年度〕                       〔今年度〕👇     〔来年度〕 
(Ｒ５) １年目前期 

【課題設定・ 

情報収集期】 

(Ｒ５) １年目後期 

【発展・充実期】 

（Ｒ６) ２年目以降 

【実践・検証期】 

（Ｒ７) ３年目 

【実践・検証期・発表】 

「主体的な児童の姿っ
て何？」という疑問の
解決に迫る段階 

【課題設定・情報収集
期】でつかんだ児童の
実態や学んだことを生
かして実践を積む段階 

１年目の研究における
成果と課題を基に、さ
らに実践を重ねる段階 
＊主に(S)中心  

２年目までの実践を生
かし、充実を図る段
階・研究発表 
 ＊（S)と（P) 

・ 児童の実態の把握 
・ 講師を招いた研修・ 
講演 
・ 実践例の収集 
・ 研究発表への参加 
・ OJT等を活用 
した研修 

・ 低中高１本ずつの検証
授業研究 

・ 成果と課題のまとめ 

・ （S)における各学年、
専科の実践授業研究 
・ （P）についての研修 
・ 講師を招いた研修・講
演 
・ 成果と課題のまとめ 

・ (S)の充実 
・ (P)の実践授業研究 
・ 研究発表(12月) 
・ 成果と課題のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 研究に関する日程 
  内容  内容 
４月 12 日(金) 澤田先生 

・５校時通常授業参観(１～３年生) 

・6 校時通常授業参観(４～６年生) 

・P リーダー会 15:30～ 

24 日(水)    澤田先生 
・講演(オリエンテーション) 

  13:45～15:45 

５月 14 日(火) 西留先生 
・S リーダー会 15:30～16:45 

29 日(水) 西留先生 
・講演 13:45～15:45 

６月 11 日(火) リーダー会  
16:15～16:45 

25 日(火) 澤田先生 
・講演(学びと今後の課題) 

13：45～15：45 

７月 2 日(火) 学年で授業検討(S) 3 日(水) 学年で授業検討(P) 
※２日、３日の内容を同日に一緒に行っ

てもよい。 

９月 10 日(火) ★西留先生(研究授業)① 
・5 校時、6 校時授業 (対象学級は研 

究授業、それ以外の学級は自習体

制で同分科会の授業参観) 

・西留先生と本時の授業の振り返り、

次回の研究授業検討 

低学年分科会 14:45～ 

   中学年分科会 15:30～ 

  高学年分科会 16:00～  

18 日(水) ★西留先生(研究授業)② 
・5 校時授業(対象学級は研究授業、

それ以外の学級は下校で同分科会

の授業参観) 

・全体会   14:30～14:50 

・西留先生と次回の研究授業検討 

低学年分科会 15:00～ 

  中学年分科会 15:30～  

  高学年分科会 16:00～  

９月 24 日(火) 学年や分科会で授業検討   
10 月   2 日(水) ★西留先生(研究授業)③ 

・5 校時授業(対象学級は研究授業、

それ以外の学級は下校で同分科会

の授業参観) 

・全体会   14:30～14:50 

・西留先生と次回の研究授業検討 

低学年分科会 15:00～ 

  中学年分科会 15:30～  

  高学年分科会 16:00～・ 

11 月 19 日(火) 学年や分科会で授業検討 27 日(水) ★西留先生(研究授業)④ 
・5 校時授業(対象学級は研究授業、

それ以外の学級は下校で同分科会

の授業参観) 

・全体会   14:30～15:45 

本時の授業について 

自由進度学習について 

 29 日(金) 澤田先生 
・５校時通常授業参観 

(生活科１～２年生、総合的な学 

習の時間 3 年生) 

・６校時通常授業参観 

(総合的な学習の時間４～６年生) 

・リーダー会 

16：15～16：45(夕会なし) 

  

12 月 4 日(水) リーダー会 14:30～ 
(中間報告について) 

  

1 月 14 日(火) ★西留先生(研究授業)⑤ 
・5 校時、6 校時授業 (対象学級は研 

究授業、それ以外の学級は自習体

制で同分科会の授業参観) 

・本時の授業の振り返り、次回の研究

授業検討 

低学年分科会 14:45～ 

   中学年分科会 15:30～ 

   高学年分科会 16:00～  

22 日(水) (学年や分科会で自由進度学習
について授業検討) 

2 月 18 日(火) ★西留先生(研究授業)⑥ 
・5 校時、6 校時授業 (対象学級は研 

究授業、それ以外の学級は自習体

制で同分科会の授業参観) 

・全体会 15:30～16:30 

15:30～本時の授業の振り返り 

 16:00～来年度へ向けて 

26 日(水) 澤田先生 
・来年度へ向けて 13：45～15：45 

3 月 4 日(火) ・学年ごとに振り返り 
15:30～15:45 

・リーダー会 16:15～16:45 

12 日(水) 成果と課題、来年度について 



〇 ★は、研究授業(参観授業)日 

    年間６つの授業日で各分科会で 1本ずつ行っていく。 

 

〇 講師・・・(S)西留
にしどめ

安雄
や す お

先生 

日本新たな学び方研究開発ネットワーク会長 

 

         (P)澤田
さ わ だ

 稔
みのる

先生 

          上智大学教授 

 
 

６ ４月４日（木）研究全体会 

 

 

＜時間＞ ９：３０～ 

 

＜場所＞ 6年 1 組教室 

 

＜内容＞  ９：３０～ 全体会     ○校長より 

                          ○今年度の研究計画について 

 

           １０：００～ 分科会    ○研究授業の日程を決める 

                         ○リーダー決める 

            

１１：００～ リーダー会  ○今後の予定について 

 

 


